
京都大学経営管理大学院 (GSM)

ファイナンス・会計プログラム

京都大学経営管理大学院 教授

砂川 伸幸（イサガワ ノブユキ）
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プログラムセッションの進め方

1. プログラム概要説明

2. 在校生の声

3. 質疑応答
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＊このプログラムセッションの録画データは、経営管理大学院ホーム
ページで公開予定です。個人情報保護のため、質問の際もビデオオフに
して個人情報に関わる発言は控えていただくようお願いします。

第1回セッション 14：10～14：40（30分）

第2回セッション 14：50～15：20（30分）



プログラムの目的
• グローバルスタンダードであるアカウンティングとファ

イナンスの基礎と専門理論を正しく学び，豊富な実務科
目等を通じて実務への応用力を養い，金融機関・事業会
社・コンサルティング・ベンチャー企業や政府機関・
NPOなどで，企業価値向上に向けた課題解決に取り組み，
活躍することができる人財の育成。

• ファイナンスに秀でた公認会計士，会計やファイナンス
に関する高度な専門知識を有する証券アナリスト等の金
融人財の育成 (１年半コース)。

• 財務モデルを用いて事業計画を立案し，事業評価，企業
価値評価ができる。

• 会計や資産運用の専門家に必要な知識を修得する。
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経済産業省「事業再編実務指針～事
業ポートフォリオと組織の変革に向
けて」エグゼクティブサマリー



CFO⇒CEO

• ソニーの現CEO（2021年4月現在）の吉田氏，2018年にCFOからCEO．
それ以前も財務部門での経験が豊富．

• 2021年4月にNECのCEOとなった森田氏もCFOからの昇格．スリーエム
ジャパンの昆社長は，長年CFOをされてこられ，共著「CFO最先端を行
く経営管理」（中央経済社）も出版された．

• 日本でも，CFOからCEOへというキャリアが出始めている．

• アメリカS&P 500とフォーチュン500の構成企業では，CFOからCEOに昇
格するケースが事業会社で約15%，金融業界では約1/3．また，CFOの約
半数はMBA保有．
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プログラム体系

バリュエーション，企業金融とマネジメント，

資本市場とデジタル社会，プライベートエクイティ，

金融資本市場論，外資系投資銀行ビジネス，

Business Analysis and Valuation

コーポレートファイナンス，証券投資論

管理会計，財務会計，金融工学，ポートフォリオ理論

Finance, Strategy and Value Creation of Corporation，

ファイナンス，会計学，統計分析，経営戦略，

ミクロ経済学，マーティング，マクロ経学，研究公正レポート

ワークショップ

基礎

専門

実務

発展

セミナー
講演会
プロジェクト
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ビジネススクールで学ぶ経営リテラシー

HBS KBS

Finance Ⅰ ファイナンス，コーポレートファイナンス

Financial Reporting and Control 財務会計，企業分析

Leadership and Organizational Behavior 組織行動，リーダーシップ

Marketing マーケティング，サービスマーケティング

Technology and Operations Management 技術経営

Business, Government, and the International Economy マクロ経済学，ミクロ経済学

Strategy 経営戦略，ビジネスディベロップメント

The Entrepreneurial Management アントレプレナー，社会起業論

Finance Ⅱ
証券投資論，ポートフォリオ理論，バリュ
エーション

Leadership and Corporate Accountability リーダーシップ，ガバナンス
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ワークショップ担当教員

• 幸田先生 (戦略とファイナンス, デジタル)：前みずほ証券副社長

• 澤邉先生 (管理会計)：プログラム長

• 天野先生（財務会計）：2021年4月着任

• 加藤先生 (ファイナンス)：2020年度着任

• 砂川 (ファイナンス)：日本経営財務研究学会会長

• 澤邉先生・砂川は公認会計士試験委員の経験あり，砂川はアナリスト試験
の試験委員を継続中

• 客員教員や寄付講座の支援
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ワークショップのテーマ

• 前期は HBSのケーススタディを用いた演習 (WHM Sell or Buy recommendation)

ファイナンス系統のテーマ

• ESGと企業業績，ESG経営

• 働きやすさと株価パフォーマンス

• 非財務情報と財務指標の関係

• 統合報告書と財務パフォーマンス

• 無形資産の評価

• Fintech企業のバリュエーション

• 株式優待とパフォーマンス

• 自社株買いと株価パフォーマンス

• 不祥事と企業価値

アカウンティング系統のテーマ

• 医療法人経営における収益性と公益性

• 中規模機械商社のマネジメント・コント
ロール・システム

• 中期計画の策定が事業遂行に与える
影響

• 株式会社DISCOにおける社内通貨を活用し
た環境適応型組織構造

• 非営利組織におけるコストコントロール

• 財務的指標による業績評価制度とモチベー
ション

• EVAと業績評価

• 経営者属性とコスト・ビヘイビア

• 医療法人におけるアメーバ経営
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企業の潮流：企業価値向上とM&A＋ESG

• 企業価値の向上を経営目標として掲げる企業

• 経営戦略の手段として定着したM&A (企業，事業，ブランド)

• スチュワードシップコードとコーポレートガバナンスコードの
導入

⇒資本利益率，資本コスト，価値向上

• ESG：環境・社会・ガバナンス、を意識したESG経営や投資
SDGs(Sustainable Development Goals)
⇒ 幅広いステークホルダーに対する責任

• 経営とは数字である (富士フィルム 古森氏『魂の経営』)

• 会計ファイナンスを学び，経営人財としての可能性を広げよう
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(出) JPX (2019)「第７回企業価値向
上表彰の表彰企業の決定について」

企業価値向上表彰企業
「ダイキン」の事例
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GPIF「優れた統合報告書」
オムロンの事例

オムロン（株） 統合報告書の評価
・将来目指す社会、そこからバックキャス
トしたビジネスモデル、中期経営計画、サ
ステナビリティ目 標、ROIC 経営、人材戦
略、報酬制度の全ての説明が高次元で繋
がっている。
・中期経営計画における進捗と課題、事業
を通じた ESG 各項目に対する取組とその
財務目標達成への貢 献が解りやすい。全
てのステークホルダーに配慮した内容。

(出) GPIF
https://www.gpif.go.jp/investme
nt/310125_integration_report.pdf

https://www.gpif.go.jp/investment/esg/#b

https://www.gpif.go.jp/investment/310125_integration_report.pdf
https://www.gpif.go.jp/investment/esg/#b


ESGの潮流

CGコード改定
(21年6月）
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進路・キャリア

• みずほ証券

• あずさ監査法人

• 監査法人トーマツ

• 京都監査法人

• 川崎重工業

• 日本アイ･ビー･エム

• 豊田通商

• 第一生命情報システム

• PwCコンサルティング

• 大和証券

• EY新日本監査法人

• 三菱ＵＦＪ銀行

• アルパイン

• デロイトトーマツコンサルティング

• EYアドバイザリー・アンド・コンサ
ルティング

• 日本生命

• ユー・エス・ジェイ

• シティグループ証券

• 富士通フロンテック

• みずほフィナンシャルグループ

• 東京海上日動火災

• マネーフォワード

• アクセンチュア

• 川崎重工業

• 日本タタ･コンサルタンシー･サービ
シズ

ほか、起業・開業等
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お会いしましょう

• 2022年４月，桜さく京都大学でお会いすることを

楽しみにしております。
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